
《工学部》知能情報工学科
【１．知識・理解】

情報通信及び知能工学
における技術者として求
められている標準的水
準の能力を維持するとと
もに，その社会的責任と
倫理観を幅広い視野か
ら絶えず意識しながら自
律的に行動する能力を
有する。

①日本語による論理的
な記述力，口頭発表力，
討議などのコミュニケー
ション能力及び国際的
に通用するコミュニケー
ション基礎能力を有す
る。

②構造化や抽象化など
の種々のプログラミング
言語に共通の概念や機
能を習得し，いかなる言
語においてもソフトウェ
アの開発を行う能力を
有する。

③数学，自然科学および
技術(情報技術(IT)を含
む)に関する基礎知識と
それらを応用できる能力
を有する。

①常に目的意識を持っ
て自主的に学習できる，
自律的な能力を有す
る。

②変化に対応して継続
的，自律的に学習できる
生涯自己学習能力 (社
会のニーズに合わせた
目標の決め方)を有す
る。

③技術の社会及び自然
に及ぼす影響・効果に
関する理解力や責任な
ど，技術者として社会に
対する責任を自覚する
能力(技術者倫理)を有
する。

①現状の情報処理シス
エムにおけるハードウェ
テ及びソフトウェアの実
態・問題点を分析し，問
題解決法の立案，実行
ができる能力を有する。 

②情報処理技術関連分
野のみならず， システム
管理設計の能力を活か
せる各分野で幅広く活
躍できる能力をもち，国
内外の社会に貢献でき
る。

大学入門講座 ◎ ◎ ○ ○ ○

大学では，高校までとは異なった，学ぶ
姿勢が必要である。これからの学習にお
いて重要となる様々なことについてその
全体像を把握し，深く学ぶために必要な
事柄を理解してもらうことを目的とする。

歴史と文化 ○ ○ ○ ○ ○

社会人としての豊かな人間性と高い倫理
観を培うことを目的とする。特に「歴史と
文化」について理解を深める。

人間と生命 ○ ○ ○ ○ ○

社会人としての豊かな人間性と高い倫理
観を培うことを目的とする。特に「人間と
生命」について理解を深める。

生活と社会 ○ ○ ○ ○ ○

社会人としての豊かな人間性と高い倫理
観を培うことを目的とする。特に「生活と
社会」について理解を深める。

自然と技術 ○ ○ ◎ ○ ○ ○

社会人としての豊かな人間性と高い倫理
観を培うことを目的とする。特に「自然と
技術」について理解を深める。

ウェルネス総合演習 ○ ○ ○ ○

コオーディネーショントレーニングの原理
を理解し，トレーニングメニューの作成
ができる。

基盤英語 ○ ◎ ○ ○ ○

現在のグローバル化社会において必要と
されているのは，コミュニケーションのた
めの英語である。つまり，英語情報を主
体的に評価，関連付けし，さらに，自ら
フォーカスを定めて，自分の視点を発信
してゆく一連の活動である。この授業では
こうした一連の活動を連携させることを意
識して総合的な英語力の向上をめざす。

主題別英語 ○ ◎ ○ ○ ○

国際競争が益々激しくなっていく中で，国
際語である英語で書かれた自然科学や
理工学系に関する最新の話題を詳しく読
み，英文の内容把握をするとともに，関連
のある短文を使って短時間で内容把握出
来るようにする。また，各課のテーマに対
する自分の考えを英語で述べられるよ
う，討論の時間も設ける。

発信型英語 ○ ◎ ○ ○ ○
実践的な英語コミュニケーション活動を通
し，英語での自己表現に慣れ・親しむ。

ドイツ語入門 ○ ◎ ○ ○ ○

初級文法を習得しながら，簡単なドイツ語
を読み，書き，聞き，話すことができるよ
うになること。また，ドイツ語圏の文化や
社会についての知識を深めること。

中国語入門 ○ ◎ ○ ○ ○

この授業では，中国語学習の基礎となる
正しい発音を学習し，さまざまな場面にお
ける基本的な会話表現と文法をゆっくり
着実に身につけていく。また，中国の文
化や習慣，社会事情などを随時紹介する
ことを通じ，隣国中国に対する理解を深
めるとともに，自国文化に対する理解を
も深め，視野を大きく広げることを目的と
する。

フランス語入門 ○ ◎ ○ ○ ○

この授業では，フランス語の総合的コミュ
ニケーション能力の基礎を身につけるこ
とを目指します。1年間受講したあとは，
簡単な読み書きや会話ができるように
なっているはずです。

線形代数学Ⅰ ○ ◎ ○ ○ ○
線形空間に関する基本的な事項，及び線
形写像としての行列の本質を理解する。

線形代数学Ⅱ ○ ◎ ○ ○ ○

固有値や固有空間の求め方を理解し，固
有値問題に応用できること。また，線形空
間の基本事項への理解を深めること。

微分積分学Ⅰ ○ ◎ ○ ○ ○

高等学校の微積分の知識を広げ，基本
的な初等関数の微分計算が確実に出
来，初等関数の級数展開と多変数関数
の微分の意味を理解できる。

微分積分学Ⅱ ○ ◎ ○ ○ ○

基本的な定積分計算が出来，広義積分
の意味を理解する。また応用上重要な各
種重積分ができる。
重積分を理解し，計算法を習得する。

基礎物理学 ○ ◎ ○ ○ ○

工学を学ぶ全ての学生にとっての重要な
基礎である力学の基本的な構成をわかり
やすく解説する。合わせて現代社会の諸
問題に柔軟に対処できる科学的・論理的
な思考力を養成する

微分方程式１ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

微分方程式の解法を修得し，さらに工学
の諸分野に現われる微分方程式の解
法に応用できるようにする。

微分方程式２ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

連立常微分方程式の安定性と簡単な偏
微分方程式の解法を修得し，より実際的
な工学的な問題の解法に応用できるよう
にする。

複素関数論 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
複素関数論への入門講義として，複素変
数関数の微分積分学を学ぶ。

電磁気学 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

力学と並ぶ古典物理学の柱である電磁
気学を平易に講義し，身のまわりの電気
的・磁気的現象や材料物性を理解する上
での基礎を解説する。

力学系通論 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

基礎物理学で学んだ「力学」をふまえな
がら，さらに発展させ，工学上の問題を解
くのに，基礎的な法則をどのように適用
し，定式化すればよいかを習得する。

確率統計学 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

確率的な現象の捉え方，考え方を学ぶと
ともにデータを処理する際に使われる統
計手法を習得することを目的とする。

ベクトル解析 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

工学の解析で必要不可欠なベクトルの概
念と基礎的な性質を学ぶとともに，ベクト
ル場の解析学を通して古典力学，流体力
学や電磁気学に現れる基本的な物理法
則の数学的な理解・運用を目標とする。

電磁気学演習 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

電磁気学の講義内容に即した問題演習
を行い，講義の理解を深める。また，講
義内容と密接に関連する補足事項の解
説を行なう。

数値解析 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

様々な数値計算手法を身につけるととも
に，数値解析の基本的な考え方を習得
することを目的とする。

知能情報工学セミナー ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

知能情報工学科における教育・研究に関
する導入教育を行う。また，計算機に親し
むための簡単な実習を課して，知能情報
工学科の学生としての自覚を芽生えさせ
ると共に，簡単な研究課題を課して，自
発的な情報収集能力やコミュニケーショ
ン能力の重要性を認識させる。さらに学
生生活の送り方，講義の受講および研
究のための心構え，社会人としての常識
等のガイダンスを行う。

コンピュータ入門 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

UNIXを中心とした基礎的なコンピュータリ
テラシを，十分な実習時間をかけて修得
させる。

プログラミング入門 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

UNIXオペレーティングシステムを念頭に
おいたC言語の基礎を理解し，プログラ
ムを「書く」習慣を身につける。

離散数学 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

計算機科学の基礎である離散数学を工
学的立場から講義し，演習・レポートを通
して理論と情報処理手法を修得させ，離
散的手法の理解と応用力を育成する。

グラフ理論 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

計算機科学の基礎である離散数学とグラ
フ理論を工学的立場から講義し，演習・レ
ポートを通して理論と情報処理手法を修
得させ離散的手法の理解と応用力を育
成する。

・ディプロマ・ポリシーに特に強く関連するものは◎，関連するものは○を記入する。 
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キャリアプラン入門 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

大学ならびに総合科学部を取巻く今日の
社会環境，および大学生に求められる社
会人基礎力やキャリアデザインについて
講義し，初年次学生が自律的で有意義な
学生生活を構築するとともに，将来の就
職について考える上で必要な素養と能力
を養う。またweb版キャリア学習ポートフォ
リオの作成を開始する。

アルゴリズムとデータ構造 ◎ ◎ ○ ○

ソフトウェア作法の基礎として，基本的
データ構造と実装方法を講義し，基本的
アルゴリズムの演習・レポート，小テスト
を通じて，アルゴリズムの基本手法を修
得させる。

アルゴリズムとデータ構造演習 ◎ ◎ ○ ○

ソフトウェア作法の基礎として，基本的
データ構造と実装方法を実際に演習で作
成・稼動させることで，アルゴリズムの基
本手法の理解を深める。

数理論理学 ◎

近年，計算機科学の色々な分野で数理
論理学が用いられるようになってきてい
る。 本講義では，計算機科学を専攻す
る上で知っておくべき数理論理学の基礎
について講述する。

キャリアプラン基礎 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

将来の社会的・職業的自立を目指し，
キャリアプラン，ライフプランに対する基
本的な視点・展望を持つために必要な素
養と社会的能力を養う。キャリア体験講
座や適性把握演習を通じて自らの立ち位
置ならびに適性を把握するとともに，学
部・学科の教育理念を理解し基礎学力を
養成するための準備を行う。

プログラミング方法論 ◎ ◎ ○ ○ ○

品質の高いソフトウェアを効率よく開発す
るためのプログラミング方法論について
講義し，例題，課題を与えて演習を行い，
プログラミングに必要な技術を修得させ
る。

ソフトウェア工学 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○

品質の高いソフトウェアを効率よく開発す
るためのプログラミング方法論について
講義し，例題，課題を与えて演習を行い，
プログラミングに必要な技術を修得させ
る。

電気回路および演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

コンピュータや通信ネットワークなどの情
報システムを扱う情報技術者や研究者に
必要な電気回路の基礎を，講義，演習・
レポート，定期試験を通して理解・修得さ
せる

情報セキュリティ ◎ ◯ ○ ○ ◎ ○ ○

コンピュータシステムにおけるセキュリ
ティ技術のみならず，総合的な観点から
情報セキュリティ知識を習得させる。

ソフトウェア設計及び実験 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

大規模ソフトウェアの作成を通じ，総合的
能力(問題設定，問題分析，問題解決，能
動的学習，グループワーク，コミュニケー
ション技術)および専門的能力(ツール運
用，分析/設計，コーディング，デバッグ
手法)を短期間のうちに習得することを目
的としている。

キャリアプラン ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

自分のキャリアデザインにあった仕事をリ
サーチするための素養を養うとともに，就
職活動において不可欠な日本語力，コ
メュニケーション力およびプレゼンテー
ミョン力の向上を図る。 

知識システム ○ ○ ○ ○

主として知識に基づく知能システムを構
築するために不可欠となる人工知能の要
素技術を中心に解説すると共に，課題を
通して，それらの応用方法を実践的に理
解させることを目指す。

数理計画法 ○ ○ ◎ ◎

前半は線形計画法であり，その理論と計
算法について 解説する。 後半では，ネット
ワーク上の最適化を論じる。 基礎理論を
厳密に展開し， 理解させることを目的とし
ているが，同時に，理解をより容易にする
ため，理論の 意味を幾何学的に把握で
きるよう配慮している。

マイクロプロセッサ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

マイクロプロセッサの動作原理とそのプロ
グラミングについて修得し，ソフトウェアと
ハードウェアのバランスのよい学習を行
うことを目標とする。

電子回路 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
増幅回路を中心に，電子回路の基本を
習得する。

情報計測工学 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

人間の五感の働きを，機械に人間同様も
しくはそれ以上の能力にて代行させようと
する技術が情報計測である。これまでに
物理量を検出する多くのセンサと計測技
術が開発され，実用化されている。本講
義では，物理システムの制御に不可欠な
情報計測技術の基礎事項を理解させる

信号処理 ○ ○ ○ ○

知能情報工学の分野をはじめ，電気電子
工学及び他の工学諸分野において極め
て重要な技術であるアナログおよびディジ
タル信号処理について講義し，演習及び
小テストを実施して，工学部出身者として
最低限身につけてはおかなければならな
い信号処理の基礎知識を修得させる。

情報数学 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

現在のコンピュータや言語処理
システム，情報通信で必要かつ
不可欠な集合と関係，ブール代
数，代数系を，実例を与えながら
理論と技術両面から講義を行う。

プログラミングシステム ○ ◎ ◎ ○

高機能言語によるプログラミングを学ぶこ
とにより，より高度なソフトウェア開発技
法を習得させる。

オートマトン・言語理論 ○ ◎

情報工学，計算機科学一般において最も
中心的な概念であるオートマトンと言語理
論について講義し，レポート，小テストを
実施して，理論と考え方を習得させる。

知能システム ○ ○ ○ ○

知能システムの実現は容易ではなく，人
間を凌駕するような知能を実現できた人
工知能の応用領域はかぎられている。 
本講義では，知能を計算機上に実現する
ことがいかに困難な作業であるのかを
種々の視点から浮き彫りにすると共に，
それを克服することを目指して展開され
ている最近の人工知能技術を理解させる
ことを目指す。

コンピュータアーキテクチャ ○ ○ ○ ○

この講義ではコンピュータアーキテクチャ
の基本を理解し，高性能化に不可欠な
アーキテクチャの構成方法を修得する。

論理回路設計 ◎ ◎ ○ ○ ○

コンピュータの構成要素である論理演算
回路の動作原理であるブール代数の基
礎概念を理解し，与えられた論理式から
論理回路を設計する手法を習得する。 
応用力が身につくように，各手法の背後
にあるアイディアを理解することが目標で
ある。

離散システム解析 ○ ○ ○ ◎ ○

本講義では，ディジタル型システムを表
現するために必要となる状態方程式とパ
ルス伝達関数の概念，及びそれらを用い
たシステム解析手法について修得させ
る。さらに，望ましいシステムを構成する
ための制御系の設計及び，マイクロプロ
セッサを基本としたディジタル制御系設
計の基礎を修得することを目的とする。

情報通信理論 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

高度情報化社会を支える基盤技術であ
る情報通信，情報蓄積技術の基礎となる
理論について理解する。

最適化理論 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

最適化の概念，数理処理による最適化，
学習に基づく最適化について講義し，さら
に演習を課し試験を行うことによって，工
学諸分野において広く存在する最適化問
題を解決するための基礎知識を修得させ
る。

線形システム解析 ○ ○ ◎ ◎ ◎

物理システムの解析及び構築技術に不
可欠な線形システム解析技術の基本的
な考え方を理解させる。

技術者•科学者の倫理 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

技術者としての意識と誇りを身につけ，工
学倫理を守るために必要な知識と知恵を
学ぶ。

システム設計及び実験 ◯ ◎ ◎ ◯ ◎ ◯ ◯ ◎ ◯

ハードウェアに関する個々の要素技術を
理解しているだけでは システムを作り上
げることはできない。 本実験では，ハード
ウェアに関する個々の要素技術を シスム
として統合する能力を養うことを目的とし
ている。

専門教育科目



短期インターンシップ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

①働くことの意義を実感する②学外研修
において実社会の現状を把握する
②職場でのビジネス・コミュニケーション
及びマナーの重要性を認識する
③仕事に対する責任感と緊張感を体験
する

コンピュータネットワーク ◎ 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇 ◎

通信ネットワークの全体像を体系的に把
握し，それらを支える基盤技術を理解す
る。

コンピュータネットワーク演習 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 ◎ 〇

コンピュータネットワークにおける基礎技
術やその評価手法を修得することができ
る。

オペレーティングシステム ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

計算機を利用する上で必要不可欠な存
在であるオペレーティングシステムの仕
組みを理解する。

データベース ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

データベース設計，管理において必要な
知識を理解させる。特に，データベース設
計過程で重要な概念設計，論理設計技
術，及びデータベース操作言語を修得さ
せる。

自然言語処理 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○

自然言語処理で必須な文脈自由文法，
そして，自然言語のコンピュータによる処
理における形態素解析，構文解析，意
味解析，文脈解析技術を修得させる。

数値計算法 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

計算機における数値表現や計算の手
間，反復法の功罪を理解した上で，C言
語を用いた数値計算アルゴリズムのコー
ド化技術，および性能評価を学習する。

集積回路工学 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

集積回路に関する基本的知識を習得す
る。半導体や論理回路の知識とあわせ
集積回路の特性や設計に関する基礎的
知識を習得する。

画像処理工学 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

線形システム解析，信号処理工学及び演
習，マイクロプロセッサを履修しておくこと
が望ましい

データマイニング ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

コンピュータによるデータマイニングの基
礎知識，知識発見のプロセス，そして
様々な学習アルゴリズムを修得させる。さ
らに自然言語処理技術を生かすテキスト
マイニング処理および知識の制度評価と
アプリケーション技術を修得させる。

コンピュータシステム管理 ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◎

ネットワークに接続されたコンピュータシ
ステムを管理運用するシステム管理者に
必要な知識，技術を，Linuxシステム管理
技術，セキュリティ，認証管理の観点か
ら習得させる。

生体情報工学 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

生体医用工学と知能情報工学との関連と
類似性および人工的知能へのアプロー
チに関する基礎知識を修得させる。

パターン認識 ○ ○ ○ ○ ○ ○

現在，コンピュータの発展に伴い，機械と
人間が共生する社会になっている。本講
義では，機械が獲得した情報を人間の理
解しやすいような情報に変換する技術，
すなわちパターン認識について，文字認
識，音声認識，画像認識を中心に，応用
例をあげながら平易に解説する。

卒業研究 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

教室で学んだ知識と勉強の仕方を応用
し，課題を解決する経験をえることによ
り，社会に出てから自分の力で問題解
決を行える能力を養う。また自分の考え
方を正しく伝えるための文章の書き方，
多数の人々に正しく理解して貰うための
発表能力を体得する。

知的財産の基礎と活用 ○ ○ ○ ○ ◎

知的所有権制度を理解し，知的所有権の
保護と制度の活用の重要性を各種の事
例を基に理解するとともにその活用法の
基礎を修得する。

知的財産事業化演習 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

知的財産を活用する方法の基礎を理解
するとともに，実際のアイディア，デザイ
ンを創出する方法について，パテント，デ
ザインパテントコンテストを題材とした演
習で修得する。

ニュービジネス概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ニュービジネスとは，新しいアイデアや専
門的な知識・技術を駆使して創造的に展
開される事業を意味する言葉であり，そ
の主たる担い手はベンチャーと呼ばれる
企業である。この授業の目的は，受講生
がベンチャー企業を起業するために必要
とされる知識，ノウハウ，そしてスピリット
を提供することにある。

生産管理 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

企業マネジメント(工業経営)の中で，「生
産管理」がどう役割を果たしているかを
理解する。

労務管理 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

企業のグローバル化による競争激化，企
業内の派遣社員・契約社員・パート・アル
バイト等非正規社員の採用増加，正規社
員の減少，従業員の悩み・将来の不安・
ストレス等による精神面の健康問題，労
働トラブルの急増，少子高齢化時代の到
来等これからの労務安全管理の諸問題
について理解する。

国際経営論 ◎ ○ ○ ○ ○

グローバル化·情報化の大波の中で，グ
ローバルな経営を展開する多国籍企業，
特に日本のエレクトロニクス産業に属す
る企業が直面する諸問題を戦略的経営
の側面から理論的に整理をし，事例を踏
まえて検討・解決するための考え方・知
識を培う。

職業指導 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○

生涯発達・Career Developingとしての人
間観・職業観を確立し，個人及び工業高
校教師として必要な職業指導・カウンセリ
ング能力を習得する。

福祉工学概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○

我々の身近な生活を支える様々な機器
具や環境の中に含まれる工学技術のう
ち，いろいろなハンディキャップを伴う条
件下でも使いやすく安全を確保する技術
を，人に優しい技術として紹介し，その万
人に対する延長線上に福祉工学技術の
一端があることを理解させる。

専門外国語 ○ ◎ ○ ○ ○

本講義では，英語によるコミュニケーショ
ンの能力を修得させること，特にlow-
Intermediateレベルの学生の能力を
intermediateレベルに向上させることを
目指す。

工業基礎英語 ○ ◎ ○ ○ ○

現代の国際言語である英語でのコミュニ
カティブ能力の養成を計り，正確な英語
の発声や発音を理解し，習得しつつ，基
礎的な英語の語彙力，読解力，リスニン
グを高めることを目的とする。

工業基礎数学 ○ ◎ ○ ○ ○

工学を学ぶために必要不可欠となる微
分・積分の基礎的な内容について理解を
図り，さらに基本的な手法や計算技術を
確実に習得することを目的とする。

工業基礎物理 ○ ◎ ○ ○ ○

物理学の法則をその原理原則に基づき
理解

初級技術英語 ○ ◎ ○ ○ ○

This course aims to increase the
student's ability to understand and
discuss professional materials in English.

中級技術英語 ○ ◎ ○ ○ ○

The aim of the course is to enhance
reading, writing, speaking and listening
skills. Another goal is to establish a firm
foundation for students to present their
knowledge to others, in English.

上級技術英語 ○ ◎ ○ ○ ○

The aim of the course is to enhance
reading, writing, speaking and listening
skills. Another goal is to establish a firm
foundation for students to present their
knowledge to others, in English.

実用技術英語 ○ ◎ ○ ○ ○
This course is designed to help student
to acquire the basic skills and knowledge
required for scientific writing.

英語プレゼンテーション技法 ○ ◎ ○ ○ ○

The focus of this class is the
development of communication and
presentation skills.

専門教育科目

専門教育科目



プロジェクトマネジメント基礎 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

ある課題（毎年変更）を達成するためのプ
ロジェクトを企画・実践することで，職場や
地域社会で多様な人々と仕事をしていく
ために必要な基礎的な力（前に踏み出す
力，考え抜く力，チームで働く力）を身に
つける。また，プロジェクトを企画・実践す
るために必要なプロジェクトマネジメント
能力を習得する。

アイデア・デザイン創造 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

知的財産に関する関心を深め，アイデア
創出の目標設定を明確にする。企業ニー
ズや知的財産に関する調査活動を通して
ものづくりと社会の関係性を理解する。

自主プロジェクト演習１ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

グループによるプロジェクトの立案，計
画，実施，評価を通じて，学生の自主性，
自発的探究力，問題解決能力および表
現力を育成し，プロジェクトを完遂できる
ことを目的とする。

自主プロジェクト演習２ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

グループによるプロジェクトの立案，計
画，実施，評価を通じて，学生の自主性，
自発的探究力，問題解決能力および表
現力を育成し，プロジェクトを完遂できる
ことを目的とする。

自主プロジェクト演習３ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

グループによるプロジェクトの立案，計
画，実施，評価を通じて，学生の自主性，
自発的探究力，問題解決能力および表
現力を育成し，プロジェクトを完遂できる
ことを目的とする。

専門教育科目

専門教育科目




